
鳴沢小学校 令和1年7月 時点

番号 路線名 箇所名・住所 通学路の状況・危険の内容 要望内容 検証結果 事業主体 対策年度

1 国道１３９号線
総合センター南
の交差点

国道のため、交通量が多い。
中には赤信号を無視する車も
いる。
国道北側にある看板により、右
側から来る車が見えにくく、車
の確認が困難。

「通学路」「子ども横断中」など
の看板の設置
看板の撤去

横断歩道の看板等が設置されて
おり、看板を増やすことにより死
角が生じる恐れがあるため、看
板の設置は困難。広告看板に
よってドライバーへ支障が出るこ
とはない。
信号機、横断歩道、看板等が全
て機能的に設置されているた
め、現状以上の対策は難しい。

－ －

2 村道Ⅱ－５号線
ローソンと吉野
荘の交差点から
南への道

歩道がなく、ゴルフ場や企業な
どがあるため、県外車や通勤
で急ぐ車が多く、危険。

徐行を促す看板の増設
カーブミラーの設置
歩道の設置、またはポールな
どで車の速度を落とさせるよう
働きかける。

看板等の設置を検討。 道路管理者 R01

3 国道１３９号線
ローソンと吉野
荘の交差点、国
道沿い

南側にはガードパイプが設置
されているが、北側は歩道の
みとなっており、大変危険。

北側の歩道へのガードパイプ
の設置

基準ではガードパイプ設置の必
要はないが、道路管理者へ設置
を要望する。
横断歩道南側の待機場所に車
止め用のボラード（杭）の設置を
要望する。

道路管理者 R01

4 村道９４号線
小学校校庭西
側丁字路

ミラーはあるが、道が狭く見え
づらいため、車が来ることに気
づきにくい。

「止まれ」などがあると良い

既に停止線と警告看板が設置さ
れているため、現状以上の対応
は不要。家庭や学校からの指導
をお願いする。

学校 R01

5 国道１３９号線
歩道橋信号付
近

大型車が多くスピードを出し歩
道側にはみ出す。
横断歩道がないため、横断す
るのが危険。

車道と歩道を分けるガードレー
ル、植栽、縁石などの設置をし
てほしい。
路面への表示（横断注意、通
学路）をしてほしい。
横断歩道の設置をしてほしい。

縁石のある歩道と歩道橋を利用
するよう、家庭や学校からの指
導をお願いする。
国交省で歩道橋西側の歩道の
整備を予定している。

学校
道路管理者

R01
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6 国道１３９号線

国道沿いの歩
道
（歩道橋～旧つ
るしん）

雪や雨の日、スピードを出した
ダンプなどが通ると、かなりの
水しぶきが上がる。

通行車両に速度遵守を呼びか
ける。

道路状況が悪い日は村内の通
学路を通るよう、家庭や学校から
の指導をお願いする。
安全対策のため国交省で鳴沢小
学校西交差点の横断歩道内カ
ラー塗装及び車止め用のボラー
ド（杭）の設置を予定している。

学校
道路管理者

R01

【対策検討メンバー】教育委員会、小学校、ＰＴＡ、甲府河川国道事務所、富士・東部建設事務所、富士吉田警察署、鳴沢村振興課、鳴沢村企画課、SGL
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